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支部長挨拶
や
っ
と
少
し

肌
寒
く
な
り
秋
ら
し
く
冬
ら
し
く
な
っ
た
今

日
こ
の
頃
で
す
が
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
も
最
後
の
気
力
を
振

り
絞
っ
て
頑
張
っ
た
よ
う
で
す
が
、
結
果

が
出
ず
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
年
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
応
援
ツ

ア
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
福
岡
支
部

の
応
援
が
た
り
な
か
っ
た
の
で
は
と
反

省
の
日
々
で
す
。
そ
の
代
わ
り
と
言
っ

て
は
な
ん
で
す
が
、
来
年
２
月
に
九
大

病
院
見
学
ツ
ア
ー
と
犬
丸
の
ラ
ン
チ
を

す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
後
日
ま
た
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
本
会
会
長
の
任
期
満
了

に
よ
り
会
長
選
挙
の
公
示
が
あ
り
ま

し
た
。
福
岡
支
部
よ
り
監
事
を
し

て
頂
い
て
る
森
本
啓
三
先
生
（
３

期
）
が
立
候
補
さ
れ
ま
し
た
。
推

薦
人
と
し
て
、
本
会
の
副
会
長
を

長
く
し
て
お
ら
れ
る
古
谷
野
潔
先

生(

１
１
期)

と
同
じ
く
本
会
の

副
会
長
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す

私
が
推
薦
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
支
援

と
御
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

福
岡
支
部
長　

西
原
正
治

　

平
成
２
２
年
１
０
月
２
４
日(

日)

小
郡
カ
ン
ツ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
福
岡
支
部
会
員
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
四
組
十
三
名
だ
っ
た
。

今号の内容 

第１面
厚生事業だより

第２面
事業・予算報告

第３面
学術講演会

第４面
忘年会ご案内
広報担当理事

１６期　畔元良仁

azdc3636@jcom.home.ne.jp

１７期　安部修武

abedc@kyudai.jp

２４期　大福達郎

dentbighappy@yahoo.co.jp

会員現況 227名

(H22.10.31現在）

当
日　

集
合
時
間
は
大

雨
で
、
ゴ
ル
フ
場
か
ら
は
雨

を
嫌
い
帰
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を

し
り
目
に
、
我
々
、
１
３
名

少
数
精
鋭
の
参
加
者
は
欠

け
る
こ
と
な
く
集
合
し
た
。

テ
ィ
ー
オ
フ
１
０
時
を
待
ち

切
れ
ず
、
１
時
間
以
上
も
前

か
ら
到
着
し
雨
の
中
練
習
に

励
む
猛
者
も
い
て
、
ス
タ
ー

ト
前
に
は
、
二
日
酔
い
の
幹

事
を
除
い
て
、
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
た
。

　

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
始
球
式
の
ボ
ー
ル

か
ら
煙
が
出
な
い
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た
も
の
の
、
３
年
前

の
福
岡
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
以
来

の
ゴ
ル
フ
と
は
と
て
も
思
え

な
い
ビ
ッ
グ
ド
ロ
ー
を
放
ち

時
枝
先
生
か
ら
テ
ィ
オ
フ
し

た
。
そ
れ
を
見
た
１
組
目
の

他
の
先
生
は
、
力
が
入
り

チ
ョ
ロ
と
ひ
っ
か
け
で
ス

タ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
２

組
目
は
北
山
カ
ン
ト
リ
ー

メ
ン
バ
ー
の
３
人
で
あ
っ
た

が
、
勝
手
が
違
う
の
か
、
風

水
の
方
角
が
悪
い
の
か
、
全

員
１
０
０
た
た
き
と
な
っ

た
。
３
組
目
で
は
佐
賀
支
部

よ
り
参
加
の
岸
川
先
生
が
一

人
、
気
を
吐
い
た
も
の
の
、

後
が
ペ
ー
ス
を
乱
し
あ
と
一

歩
で
、
優
勝
を
逃
し
た
。
４

組
目
で
は
３
０
０
ヤ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
を
放
ち
ロ
ン
グ
で
２

オ
ン
を
果
た
し
、
イ
ー
グ

ル
チ
ャ
ン
ス
に
つ
け
な
が
ら

１
０
０
を
越
し
て
し
ま
っ

た
戸
川
先
生
と
、
同
じ
ビ
ッ

グ
ド
ラ
イ
ブ
を
正
確
に
放
ち

雨
の
中
３
９
で
回
り
後
半
は

３
７
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

し
ド
ラ
コ
ン
、
ニ
ア
ピ
ン
ほ

と
ん
ど
を
獲
得
し
た
山
田
先

生
に
挟
ま
れ
、
こ
ん
な
飛
ば

し
屋
達
と
は
周
り
た
く
な
い

と
、
碓
井
先
生
は
ぶ
つ
ぶ
つ

文
句
を
言
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
雨
の
中
ゴ
ル
フ
場
に
、

１
番
乗
り
し
た
熱
意
が
ゴ
ル

フ
の
神
様
に
愛
さ
れ
た
結
果

で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、｢

ス
タ
ー

｣
と
は
碓
井
先
生
で
は
な
く

山
田
先
生
の
こ
と
で
す
。
あ

し
か
ら
ず
。

次
回
、
ス
タ
ー
山
田
に

挑
戦
す
る
の
は
、
君
だ
！     

(

畔
元 

記
）

結
果
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友
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平
成
２
２
年
４
月
１
０
日(

土)

午
後

６
時
３
０
分
よ
り
、
中
洲
「
春
駒
」
に

て
平
成
２
２
年
度
九
州
大
学
歯
学
部
同

窓
会
福
岡
支
部
定
例
総
会
お
よ
び
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

定
刻
と
な
り
、
定
足

数
に
達
し
た
た
め
１
４
期

吉
田
専
務
理
事
の
司
会
に

よ
り
定
例
総
会
の
開
会
が

宣
言
さ
れ
た
。
１
２
期

家
入
先
生
の
開
会
の
辞
に

続
き
、
西
原
支
部
長
に
よ

る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い

て
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ

た
。
議
長
に
は
１
２
期
家

入
先
生
が
選
出
さ
れ
、
以

後
家
入
先
生
の
進
行
に
よ

り
議
事
が
執
り
行
わ
れ

た
。
各
理
事
か
ら
各
種
報

告
が
お
こ
な
わ
れ
た
あ

と
、
議
事
に
移
り
、
平
成

二
一
年
度
事
業
決
算
お
よ

び
監
査
報
告
に
つ
い
て
承

認
が
求
め
れ
れ
た
。
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
の

ち
、
平
成
２
１
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て

の
説
明
が
各
理
事
よ
り

あ
っ
た
の
ち
、
承
認
が
求

め
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

（
詳
細
は
次
頁
）
十
五

期
松
村
副
支
部
長
の
閉
会

の
辞
に
よ
り
議
事
は
終
了

し
、
そ
の
ま
ま
懇
親
会
へ

と
移
り
、
中
洲
の
夜
は
更

け
て
い
っ
た
。(

安
部　

記)
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平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
会
計
報
告

（１）庶務報告

会員現況　　　　平成２２年３月３１日現在　　２２５名

会務報告

平成 21 年 4 月 1 日 監査会（歯科医師会館）

　　　　　4月 18 日 支部総会、懇親会（春駒）

　　　　　5月 25 日 第１回理事会（県歯会第３会議室）　　　　

　　　　  7 月 27 日 第２回理事会（市歯会第２会議室）

          8 月 8 日 福歯大同窓会役員との懇親会

          9 月 13 日 同窓会第１回評議員会（九大歯学部）

         10 月 17 日 九州歯科医学大会　支部長連絡会議（大分）

　　　　 10 月 19 日 第３回理事会（市歯会第１会議室）

　　　　 12 月 9 日 支部忘年会（春駒）

平成 22 年 1 月 25 日 第４回理事会（県歯会第４会議室）

　　　　　3月 7 日 同窓会第２回評議員会（九大歯学部）

          3 月 23 日 第５回理事会（県歯会第３会議室）

活動報告

厚生事業 , 学術事業 , 九地連等の案内をメール , ファックス ,　　　

　　はがきで送付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(２）学術報告

１）第４３回福岡支部学術講演会

　　日時：平成 20 年 10 月 28 日

　 場所：福岡県歯科医師会館　視聴覚室

　　講師：九州大学病院再生歯科・ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄｾﾝﾀｰ・副ｾﾝﾀｰ長 　　　　

　　　　松下恭之先生

演題：「上顎無歯顎へのチームアプローチ」　　　　　　　　　　　　

　　-再生歯科・インプラントセンターでの取り組み -

参加者：47 名

２） 第４４回福岡支部学術講演会

日時：平成 21 年 2 月 2 ４日

場所：福岡県歯科医師会館　視聴覚室

講師：九州大学大学院歯学研究院　　咬合再建制御学分野　　　　　

　　教授　高橋 一郎 先生

演題：「インプラントを固定源とした矯正治療の利点」～抜歯の回避

と Ope の回避～

参加者：72 名

（３）広報報告

１） 第１1号福岡支部会報発行（１０月）

２） 支部入会案内送付（３名）

          入会受付（２名）

　　　　　三戸　孝　（２４期）みと歯科医院　

          吹訳　浩史（２９期）きし哲也歯科医院（勤務）　

（４）厚生報告

　　　１）野球観戦　　ソフトバンク対巨人

　　　　　日時　：平成２1年 6月 13 日（土）

　　　　　場所　：Yahoo ドーム　　　

　　　　　参加者：６０名　　チケット代金割引

　　　２）ゴルフコンペ

　　　　　日時　：平成２1年 9月 27 日（日）

　　　　　場所　：小郡カンツリークラブ倶楽部

　　　　　参加者：１１名　　コンペ商品

　　　３）忘年会

　　　　　日時　：平成２１年 12 月９日（水）

　　　　　場所　：春駒　　　ビンゴゲーム

　　　　　参加者：４２名

（５）慶弔報告

　　　弔事

　　　平成 21 年 5 月 1 日 12 期木村龍誠先生御尊父様　弔電　供花

      平成 21 年 9 月 12 日 11 期　武末和邦先生　御尊父様　香典

      平成 21 年 9 月      11 期　藤崎文雄先生　御尊父様　香典

(６)　総務報告

（７）会計報告

　　　　　下段会計報告に詳細

（８）記録報告

　　　　　　　　　理事会の議事の要旨を欠席の理事へ毎回郵送した。

（９）地区報告

（１０）その他
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平
成
２
１
年
１
０
月

２
８
日
（
水
）
九
州
大
学

病
院
再
生
歯
科
・
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー　

副
セ

ン
タ
ー
長
松
下
先
生
を
お

迎
え
し
、
午
後
７
時
３
０

分
よ
り
福
岡
県
歯
科
医
師

会
館
に
て
右
記
演
題
で
御

講
演
い
た
だ
い
た
。

こ
の
た
び
設
立
さ
れ
た

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
新
し
く
充
実
し
た
設

備
も
す
ば
ら
し
い
が
、
何

よ
り
も
補
綴
科
と
口
腔
外

科
、
麻
酔
科
ま
た
専
任
の

看
護
士
、
衛
生
士
と
い
う

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、

チ
ー
ム
と
し
て
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
に
当
た
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事

が
大
き
い
。

以
前
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
行
う
場
合
、
外
科
処
置

の
必
要
な
症
例
は
口
腔
外

科
と
の
共
同
で
の
治
療
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
二
つ

の
科
の
連
携
と
い
う
点
で

障
害
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に

よ
り
、
難
症
例
に
対
し
て

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
治

療
計
画
か
ら
携
わ
る
事
が

可
能
と
な
り
、
よ
り
充
実

し
た
治
療
が
可
能
と
な
っ

た
。上

顎
無
歯
顎
へ
の
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
は
骨
質
や
解
剖

学
的
な
問
題
か
ら
、
文
献

的
に
も
成
績
が
悪
く
、
難

し
い
症
例
と
な
る
事
が
多

い
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
ま
で
に
松

下
先
生
が
大
変
苦
労
さ
れ

た
上
顎
難
症
例
を
数
多
く

提
示
し
て
い
た
だ
い
た
．

そ
の
経
験
を
通
し
て
多

く
の
治
療
オ
プ
シ
ョ
ン
を

手
に
入
れ
、
外
科
と
補
綴

科
の
連
携
に
よ
り
さ
ら
に

治
療
可
能
な
症
例
の
幅
が

広
が
っ
た
。

我
々
一
般
開
業
医
で
は

難
し
い
症
例
な
ど
は
九
大

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
と
る
事
で
、
よ

り
安
全
に
多
く
の
患
者
さ

ん
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

を
提
供
し
て
行
き
た
い
と

思
う
。

(

諸
岡　

記
）

講演会
第 43回「上顎無歯顎へのﾁｰﾑｱﾌ ﾛ゚ｰﾁ」

松下　恭之先生
（九州大学病院再生歯科・ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄｾﾝﾀｰ副所長）

術学

第44回「インプラントを固定源

とした矯正治療の利点」

―抜歯の回避とOpe の回避―

高橋一郎先生
（九州大学大学院歯学研究院　咬合再建制御学分野教授）

平
成
二
十
二
年
二
月

二
十
四
日
（
水
）
九
州
大
学
大

学
院
歯
学
研
究
院　

咬
合
再
建

制
御
学
分
野　

教
授　

高
橋
一

郎
先
生
を
お
迎
え
し
、
午
後
七

時
三
十
分
よ
り
福
岡
市
歯
科
医

師
会
館
に
て
右
記
演
題
で
御
講

演
い
た
だ
い
た
。  

高
橋
先
生
は
二
十
一
年
四

月
に
東
北
大
学
か
ら
九
州
大
学

大
学
院
歯
学
研
究
院　

咬
合
再

建
制
御
学
分
野　

教
授
と
し
て

赴
任
さ
れ
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
固
定
源

と
し
た
矯
正
治
療
の
歴
史
は

二
十
年
く
ら
い
で
、
二
○
○
○

年
以
降
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
治

療
法
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

き
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
固
定
源

と
し
た
場
合
、
大
臼
歯
の
遠
心

移
動
や
圧
下
な
ど
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
前
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
歯

の
移
動
が
可
能
と
な
り
、
骨
格

的
に
あ
ま
り
大
き
な
問
題
の
な

い
症
例
に
お
け
る
抜
歯
や
、
骨

格
性
開
咬
に
対
す
る
外
科
的
矯

正
治
療
が
回
避
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
使

用
す
る
事
に
よ
り
、
患
者
の
精

神
的
、
身
体
的
、
あ
る
い
は
経

済
的
負
担
の
軽
減
が
で
き
る
。

初
期
は
プ
レ
ー
ト
に
よ
る

固
定
源
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

ミ
ニ
ス
ク
リ
ュ
ー
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
で
、
手
術
も
簡
易
に
な

り
、
感
染
の
危
険
性
も
減
っ
た

こ
と
で
、
よ
り
患
者
の
負
担
は

軽
減
し
て
い
る
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
固
定
源

と
し
て
抜
歯
、
あ
る
い
は
手
術

を
回
避
し
て
矯
正
治
療
を
行
っ

た
高
橋
先
生
の
症
例
で
診
断
と

治
療
の
過
程
を
分
か
り
や
す
く

説
明
い
た
だ
い
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
に
際

し
て
、
歯
根
を
傷
つ
け
な
い
た

め
にCT

な
ど
を
活
用
し
て
十

分
な
診
査
を
行
う
必
要
性
や
、

今
ま
で
の
治
療
計
画
と
は
異
な

る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
使
用
す
る

場
合
に
即
し
た
治
療
計
画
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

事
を
あ
げ
ら
れ
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
固
定
源

と
し
た
矯
正
治
療
は
、
今
後
さ

ら
に
需
要
の
高
く
な
る
治
療
法

と
し
て
普
及
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。
九
大
が
そ
の
先
端

を
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
頼
も
し

い
。（
諸
岡
）

患
者
の
精
神
的
・
身
体
的
・

経
済
的
負
担
の
軽
減

今
後
は
さ
ら
に
需
要
の
高
く

な
る
治
療
法

～再生歯科・ｲﾝﾌ ﾗ゚ﾝﾄｾﾝﾀｰでの取組み～

難
症
例
に
対
し
て
、
一
つ
の

チ
ー
ム
と
し
て
携
わ
る

上
顎
無
歯
顎
へ
の
多
く
の
治
療

オ
プ
シ
ョ
ン

第 45回「歯科医院における偶発

症の予防と一次救命処置」

横山武志　先生
（九州大学大学院 口腔顎顔面病態学講座 歯科麻酔学分野 教授）

平
成22

年6

月23

日（
水
）

九
州
大
学
大
学
院 

歯
学
研
究

院 

口
腔
顎
顔
面
病
態
学
講
座 

歯
科
麻
酔
学
分
野 

教
授　

横

山
武
志　

先
生
を
お
迎
え
し
、

午
後7

時30

分
よ
り
福
岡
県

歯
科
医
師
会
館
に
て
右
記
演
題

で
御
講
演
い
た
だ
い
た
。。  

現
在
様
々
な
救
急
蘇
生
の

方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
ず
防
止
す
る
為
の
第
一
歩
は

そ
う
い
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
な
患

者
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な

医
療
機
関
に
紹
介
す
る
こ
と
で

あ
る
．

ま
た
、
不
幸
に
し
て
患
者

の
意
識
消
失
な
ど
が
お
こ
っ
た

場
合
、
我
々
が
知
っ
て
い
る
救

急
蘇
生
法
で
、
果
た
し
て
デ
ン

タ
ル
チ
ェ
ア
ー
上
の
患
者
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
．

実
際
に
意
識
消
失
し
た
患

者
を
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
何
人

で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
お
ろ

す
こ
と
が
で
き
る
か
、
な
ど
の

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
た
。
デ
ン
タ

ル
チ
ェ
ア
ー
上
で
心
肺
蘇
生
を

行
う
方
法
が
有
効
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
チ
ェ
ア

の
頭
部
に
丸
椅
子
で
支
え
を
す

る
と
チ
ェ
ア
が
固
定
さ
れ
て

る
。ま

た
、
補
綴
物
な
ど
を
誤

飲
さ
せ
た
場
合
、
ハ
イ
ム
リ
ッ

ク
法
を
行
お
う
と
し
て
患
者
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
為
に
二
次

落
下
を
起
こ
し
、
実
際
に
亡
く

な
っ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
も
、
デ
ン
タ
ル

チ
ェ
ア
ー
上
で
仰
臥
位
で
の
胸

部
圧
迫
法
が
選
択
肢
と
な
る
。

自
医
院
で
も
、
問
診
な
ど

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
充
実
さ

せ
、
実
際
に
起
っ
た
時
の
こ
と

を
想
定
し
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

（
諸
岡　

記
）

ま
ず
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ

デ
ン
タ
ル
チ
ェ
ア
ー
上
で
の

処
置
が
有
効
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編集後記 歴史的な円高
の状況が進んでい
ます。対ドルで１
5 年前のの最高値
を超えようかとい
う事態です。日本
企業は大きな打撃
を受け、間接的に
私たちの生活もお
びやかしつつあり
ます。

でも、悲観的
になってばかりで
もつまりません。
円高をエンジョイ

しようではありま
せんか。なかには

海外旅行に行っ
て、ここぞとばか
りに免税店で買い
あさっている景気
の い い 先 生 も い
らっしゃるかもし

れません。そん
な余裕ないよ～、
とおっしゃる方に
も お す す め の 買
い物があります。
www.ebay.com と
いうサイトで、た

めしに dental と入
れて商品を検索し
てみてください。

７ 0000 以 上 の
商品が hit します。
デンタルショーに
は欠かさず行って
る、なんていう先
生なら見てるだけ
で 楽 し い は ず！

なかには、送料
無料、新品のター
ビ ン が 10 本 300
ドル以下なんてい
う驚きの商品もあ

りますよ。こうい
う の は た い て い

Made in China
で す。Quality は
想像に違わぬチー
プなものですが人
民 元 の 切 り 上 げ
が進まない現在、

価格競争力では
まったく太刀打ち
できません。元が
高 く な る そ の 前
に、おひとついか
がですか？

　　　　　安部

日時：平成22年１２月10日　（金曜日）　午後7時30分

平成22年度福岡支部忘年会開催！！

場所：福岡市中央区西中洲1-3　
　　　　　博多料理　春駒　　　　　tel　７34-3988

第 46回「歯科医院における偶発

症の予防と一次救命処置Ⅱ」

横山武志　先生
（九州大学大学院 口腔顎顔面病態学講座 歯科麻酔学分野 教授）

平
成
二
十
二
年
十
月

二
十
七
日
（
水
）
九
州
大

学
大
学
院 

歯
学
研
究
院 

口
腔
顎
顔
面
病
態
学
講

座 

歯
科
麻
酔
学
分
野 

教

授　

横
山
武
志　

先
生

を
お
迎
え
し
、
午
後
七
時

三
〇
分
よ
り
福
岡
県
歯

科
医
師
会
館
に
て
右
記

演
題
で
御
講
演
い
た
だ

い
た
。前

回
、
大
変
好
評
だ
っ

た
横
山
教
授
の
一
次
救

命
に
つ
い
て
の
講
演
の

第
二
回
。
今
回
は
前
回

の
内
容
の
お
さ
ら
い
と

薬
剤
に
つ
い
て
の
お
話

だ
っ
た
。

私
は
学
生
時
代
に
、

誤
嚥
の
場
合
は
起
き
上

が
ら
せ
た
状
態
で
ハ
イ

ム
リ
ッ
ク
法
を
行
う
、
と

習
っ
た
記
憶
が
あ
り
、
現

在
の
救
急
蘇
生
の
本
に

も
そ
う
書
い
て
あ
る
も

の
も
あ
る
。

横
山
先
生
の
お
子
さ

ん
が
実
際
に
ア
ナ
キ
ラ

フ
ィ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

起
こ
さ
れ
た
と
い
う
話

は
と
て
も
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
も
の
だ
っ
た
。

め
っ
た
に
起
こ
ら
な

い
、
と
い
う
過
信
が
最
悪

の
結
果
を
招
く
。
常
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
態
を
想
定

し
て
準
備
を
し
、
知
識
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
必
要

性
を
痛
感
し
た
。

前
回
の
講
演
以
来
そ

の
重
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
た
が
、
日
が
経
つ
に

つ
れ
危
機
感
が
薄
れ
つ

つ
あ
っ
た
。
今
後
、
医
院

全
体
で
定
期
的
な
ル
ー

テ
ィ
ー
ン
と
し
て
、
救
命

処
置
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
。

ま
た
、
横
山
先
生
は

歯
科
医
院
だ
か
ら
で
き

る
専
門
的
な
救
命
措
置

の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
、
こ
こ
九
州
大

学
か
ら
発
信
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

我
々
同
窓
会
会
員
も
よ

り
安
全
な
歯
科
治
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。　
（
諸
岡　

記
）

知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
怠
ら

な
い
！

め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い
と
い
う

過
信
は
禁
物

～準備すべき薬剤とその使用方法について～


